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ピースウィンズ・ニュース

夏はもうそこまで！サマーギフト開始しました
　定番のコーヒーや、夏限定のラベルが涼しい各種コーヒーギフトの販売を開
始しました！夏といえば、アイスコーヒー！特に水出しコーヒーはスッキリと
したきれいな味わいが特徴です。そんな美味しい水出しコーヒーがご自宅で手
軽に作れる東ティモールの有機水出しコーヒーギフトも新登場。サマーギフト
シーズン限定の、東京恵比寿にある『おかし屋ぱれっと』さんのクッキー入り
のギフトも受付開始です。
　お世話になったあの方へ、
ピースウィンズのギフトを
ぜひご利用ください。

ピースコーヒーオリジナル
エコバッグはいかがですか
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　PWJは姉妹団体の公益社団法人
Civic Force、特定非営利活動法人
アジアパシフィックアライアンス・
ジャパンとともに、2019年12月
に災害時緊急支援のためのプロジェ
クト「ARROWS（空飛ぶ捜索医療
団）」を立ち上げました。
　これまで多くの災害支援を行う中
で明らかとなった課題を乗り越え、
更に多くの方に貢献するための枠組
みとしてARROWSが生まれた直後、
我々は見えない敵「新型コロナウイ
ルス（COVID-19）」との対峙を余
儀なくされました。主に自然災害を
想定して備えていた我々は、実は当
初この見えない敵に対しての支援活
動を行うことを躊躇し、議論を重ね
ました。答えは「困っている人がい
て、我々にできることがあるなら、
やろう」。いち早く、1月から中国・武漢へのマスク等物資支援を開始しました。
　その後は皆様ご存知の通り、全世界的に災害対応が必要な事態となりました。我々は皆様のご
支援を受け、国内の医療機関、福祉施設などへの100万枚以上のマスクをはじめ、新型コロナウ
イルス感染症患者を多く診療している病院へN95マスクや隔離診療のためのテントやトレーラー
ハウスを届けました。また、クラスターが発生した長崎県のクルーズ船や愛媛県の精神科病院など
へは実動部隊として医療チームを派遣しました。急性期病院以外の高齢者施設や精神科病院など
でクラスターが発生すると、濃厚接触の扱いで出勤停止になったり、風評被害の影響で出勤可能
なスタッフが減少したりします。そこへ慣れない感染症対策業務が急増、県や保健所など対策本
部とのやり取りも発生し、施設に非常に大きな負担がかかることを我々も身をもって知りました。
そのような状況下では、厚労省クラスター対策班のような疫学的支援、行政・NGOなどが行う物
資支援に加え、現地に入って生の声を聞きつつ活動する実動部隊が必ず必要になります。局地的
な被害が甚大となる自然災害と異なり、パンデミックでは国内もしくは世界中がある意味で被災し
てしまいます。医療機関からの支援が困難な状況において、我々のようなチームが柔軟に多くの機
関と連携して支援活動を行うことで、少しでも現場の負担を軽くすることができると考えています。
　今後は、感染者が重症化して医療機関へ運ばれる可能性がある介護施設への感染症対策研修や、
予防衣の支援など医療崩壊を根本から防ぐ取り組みを開始する予定です。また現在、最も懸念し
ているのは「新型コロナウイルス感染症と自然災害」の複合災害です。万一に備えて、
ARROWS実動チームの感染症対策や機動力の向上にも注力していきたいと思います。
　究極の災害対応は「備え」です。いざというときの装備、行政や他機関との連携をすることで
更に、このARROWSプロジェクトが活きると信じています。皆様からの温かいご支援・ご声援
がプロジェクトメンバーの支えとなっています。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

（ARROWSリーダー／医師　稲葉基高）
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　2020年７月より、レジ袋の有料化
が始まりました。ピースウィンズでは、
グレーに白いロゴがクールなピース
コーヒーオリジナルエコバッグを販売
しています。ギフトにも最適なキャン
バス地のエコバッグをぜひこの機会に
お求めください！

ご注文は、 https://pwshop.ocnk.net/
TEL03-5738-8021　FAX03-3465-2112  からどうぞ
オンラインショップでご注文いただけます。
皆様のご来店をスタッフ一同お待ちしております。
※ピースウィンズ・ショップの収益はPWJの支援活動に活用されます。

モンゴル
　1997年にストリ

ートチルドレンへの
支援を始め、今も現

地の児

童保護施設を通じ
て、貧困や家庭の

事情のために保護
者のもとで

暮らすことができな
い子どもたちを支援

し続けています。

　現在は49人の子
どもたちが一緒に

生活をし、学校に
通いなが

ら将来の自立を目指
しています。この1

年の間に3歳から7
歳まで

の7人を新たに受

け入れました。育

児放棄によって路

上生活していると

ころを保護された

子どもたちです
。

今後もここで暮ら

す子どもたちへの

支援を続けていき

ます。

南スーダン
　5月末より、東エクアトリア州マグウィ郡で、サバクトビバッ
タの襲来による被害を受けた農家260名を対象とした農業支援を
開始しました。食料の安全保障を確保するため、農業研修や農具
および種子の配布、学校菜園の設置等を計画しています。　農業研修では、主
食となる豆やキャッ
サバイモなどの栽培
方法をはじめ、家畜
飼育と作物栽培を組
み合わせた混合農業
や肥料、土壌を保護
し肥沃にするための
間作の有効性や方法
についての内容を扱
う予定です。

支援地レポート



PWJの活動にご協力ください

【郵便振替】
口座番号：00160-3-179641
加入者名：特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパン
※特定の地域・活動へのご支援の場合は、通信欄に国名等（国内の支援事
業の場合はその事業名）を明記してください。
※領収書が必要な場合などはご連絡ください。ご連絡をいただかない場合、
銀行振込ではご住所が分かりかねますので、領収書を発行できません。

【銀行口座】
●PWJの活動全般へのご寄付
銀行名　：三井住友銀行  青山支店
口座番号：普通 1671932
口座名義：特定非営利活動法人
               ピースウィンズ・ジャパン広報口

※認定NPO法人のＰＷＪに対するご寄付は、寄付金控除の対象となります。

　2019年1月より水・衛生支援を行っているドホーク州
シャリヤ国内避難民キャンプで暮らす全3,120世帯を対象

に、新型コロナ
ウイルス感染予
防対策の一環と
して、4月と6
月に衛生用品
キット（石鹸、
衣料用洗剤、生
理用ナプキンな
ど）を配布しま
した。

南スーダンイラク

新型コロナウイルス感染拡大を受け、
世界各地の支援現場で衛生啓発活動や緊急支援活動を行っています。

　4月末より、首都ジュバにある3つの国内避難民キャンプ
（UN House POC、マハド国内避難民キャンプ、ドンボス
コ国内避難民キャンプ）で新型コロナウイルス感染拡大の予
防活動を開始しました。各キャンプ内で特に人が集まりやす
い場所を4ヶ所ずつ選定し、手洗い場を設置した後、新型コ
ロナウイルス等感染症対策チームとして選出された国内避難
民による手洗い促進や除菌活動を支援しています。

　新型コロナウイルス感染予防措置として、支援物資の配布
にあたるスタッフはマスクと手袋を着用し、受け取りに来る
人たちには距離をあけてもらうようにお願いしています。今
後、紛争から逃れて避難している人たちに、石鹸や手指消毒
液、ウェットティッ
シュ、生理用品等
の衛生用品の配布
を予定しており、
その際には、手洗
いの徹底など感染
予防に関するパン
フレットも一緒に
渡せるように準備
しています。

ケニア

シリア

　ケニア国内での新型コロナウイルス感染拡大が確認されて
から、カロベエイ難民居住地区では、トイレの使用や手洗い
の徹底などといった従来の衛生啓発活動に加えて、人との距
離を確保してもらうための啓発も実施しています。また、現
地では子どもに
対して十分に新
型コロナウイル
ス感染症に関す
る情報が伝わっ
ていないため、
子ども向けの啓
発漫画を作成
し、配布を行っ
ています。

　ウガンダ西部にあるチャカ
II難民居住区では5月下旬か
ら6月初旬にかけ、小学校3
校の10歳以上の女子児童
2,173人に対して、月経衛
生管理支援として再利用可能
な生理用品、石鹸、下着とバ
ケツからなる尊厳キット一式
を配布しました。新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のた
め、ウガンダの小学校は閉校
中ですが、このような時期だ
からこそ、衛生支援が必要と
されています。配布には学校
グラウンドを利用し、混雑を
さけるために導線を引いて教
員立ち合いの下、人との距離
の確保や手洗いを徹底して実
施しました。

バングラデシュ

ウガンダ

　新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、ロヒ
ンギャ難民キャンプとそ
の周辺の住民を対象に約
8,000個の石鹸の配布、
普段の暮らしの中での人
との距離の確保・手洗い
の徹底などの衛生啓発活
動に加えて、難民キャン
プ内にあるPWJの診療所
に医療従事者のための防
護服を配備して医療サー
ビスを実施しています。

ピースワンコ東ティモール

　南スーダン難民が多く暮らすガンベラ州クレ難民キャンプに
て、新型コロナウイルス感染の予防啓発活動として手洗いキャ
ンペーンを進めています。また、日々の手洗いの実践を確実に
するために、クレ難民キャンプの全難民世帯を対象として、石
鹸や手洗い用の水タンクの配布も順次進めていく予定です。

西日本豪雨被災地支援

エチオピア

　中国湖北省武漢市から感染が始まった新型コロナウイルス
に対応するため、1月に上海にスタッフを派遣し、ニーズを
調査しました。スタッフ渡航時は、中国の航空会社の協力を
得て、N95マスク、医療用防護服、フェイスカバーなど、総
重量1.2トンにおよぶ医療資器材を持ち込み、上海の医療機
関に提供しました。その後、国内で備蓄されていた一般用マ
スク50万4,000枚および医療資器材を、武漢・吉林・上海
の医療機関へ届けました。

中国

　西日本豪雨の被災
地・岡山県倉敷市真備
町では、学校が休みに
なり給食がなくなって
しまったことで苦労し
ている一人親世帯に対
し、「特定非営利活動
法 人 災 害 支 援 団
Gorilla」がお弁当を
提供しました。調理
は、岡山市の飲食店
「てっぱんひろし」が
担当。4月20日から
5月5日までの16日
間で、1,581食がド
ライブスルー方式で提
供され、PWJは食材
費の一部を支援しまし
た。     

　新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、昨年度は185
回開催/参加した譲渡会が開けない状況が続いています。しか

し、新しい家族を待っ
ているワンコたちはた
くさんいるため、ピー
スワンコでは、神石高
原町のシェルターおよ
び全国7ヶ所の譲渡セ
ンターで5月から継続
的にオンライン譲渡会
を開催しています。オ
ンライン譲渡会には日
本全国から参加いただ
くことができ、譲渡が
決まったワンコも多数
誕生しました！

　WHO（世界保健機関）が東ティモール国民に向けて作成し
た新型コロナウイルス啓発ポスターは32種類。地域によって
異なる32の言語が話されているため、今回はその全ての言語
に翻訳したものが用意されました。PWJの活動地域であるエ

ルメラ県レテフォ
ホ郡で多く使われ
ているマンバイ語
と共通言語である
テトゥン語の２種
類のポスターを預
かり、約300世帯
の住民に配布、手
洗いの重要性を伝
えました。


